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文
芸
コ
ー
ナ
ー

考
古
学
は
、
文
字
が
使
用
さ
れ

る
以
前
の
歴
史
を
主
に
扱
う
学
問

で
、
古
い
時
代
か
ら
土
器
を
使
用

し
て
い
な
い
旧
石
器
時
代
、
表
面

に
縄
目
模
様
を
付
け
焼
い
た
土
器

を
使
用
し
た
縄
文
時
代
、
米
作
り

を
行
っ
た
弥
生
時
代
、
大
き
な
高

塚
と
呼
ば
れ
る
古
墳
を
た
く
さ
ん

造
っ
た
古
墳
時
代
、
奈
良
や
京
都

に
都
が
置
か
れ
た
奈
良
・
平
安
時

代
等
に
区
分
さ
れ
、
ま
と
め
て
古

代
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

茂
原
市
で
一
番
古
い
時
代
に
人

が
住
み
始
め
た
の
は
、
今
か
ら

３
万
～
１
万
２
千
年
前
に
古
富
士

山
な
ど
が
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い

た
旧
石
器
時
代
の
頃
で
す
。
下
総

台
地
の
南
端
に
当
た
る
千
葉
市
と

接
す
る
市
北
部
に
あ
る
桂
遺
跡
群

で
は
、
赤
土
と
呼
ば
れ
る
火
山
灰

が
堆
積
し
た
中
か
ら
当
時
の
人
々

が
製
作
し
た
石
器
（
槍
先
）
を

造
る
た
め
の
石
材
を
割
っ
た
破
片

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

代
は
最
終
氷
期
と
呼
ば
れ
る
寒

冷
期
で
、
最
寒
冷
期
の
２
万
～

１
万
８
千
年
前
頃
に
は
、
年
平
均

気
温
が
今
よ
り
７
・
８
度
も
低
く
、

海
面
は
１
３
０
ｍ
も
低
く
、
東
京

湾
や
九
十
九
里
浜
は
陸
地
化
し
、

現
在
よ
り
数
十
㎞
も
沖
合
に
海
岸

線
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の
北
海
道

並
み
の
冷
涼
な
気
候
で
、
亜
寒
帯

性
の
ま
ば
ら
な
森
林
と
原
野
が
荒

涼
と
続
い
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
は
シ
ベ
リ
ア
と
地
続

き
で
、
大
型
の
哺
乳
類
で
あ
る
野

牛
や
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
オ
オ
ツ
ノ

シ
カ
な
ど
を
追
っ
て
、
大
陸
か
ら

人
々
が
日
本
列
島
へ
と
渡
っ
て
き

ま
し
た
。
当
時
は
動
物
を
追
っ
て

キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
狩
猟
生
活

を
営
ん
で
い
た
よ
う
で
、
人
が
暮

ら
し
て
い
た
痕
跡
は
な
か
な
か
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
１
万
５
千

年
前
く
ら
い
に
な
る
と
気
候
温
暖

化
に
な
り
、
徐
々
に
海
面
が
上
昇

し
、
植
物
も
温
帯
か
ら
亜
熱
帯

性
の
森
林
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま

す
。縄

文
時
代
に
始
め
て
使
用
さ
れ

た
土
器
は
、
放
射
性
同
位
体
元
素

（
14
C
）
年
代
測
定
法
に
よ
れ
ば
、

１
万
２
千
７
百
年
前
と
の
測
定
結

果
が
で
た
こ
と
か
ら
、
世
界
最
古

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
説
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

縄
文
時
代
に
茂
原
市
で
人
が

住
ん
だ
痕
跡
が
あ
る
の
は
、
や
は

り
市
北
部
の
桂
遺
跡
群
で
、
早
期

（
７
千
年
前
）
の
土
器
が
出
土
し
、

屋
外
の
大
型
炉
や
狩
猟
用
の
陥
し

穴
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
期

（
６
千
年
前
）
に
は
温
暖
化
が
進

み
、
年
平
均
気
温
で
今
よ
り
２
度

ほ
ど
高
く
、
４
～
５
ｍ
く
ら
い
海

水
面
が
高
く
、
九
十
九
里
平
野
は

海
面
下
に
没
し
て
い
ま
し
た
。
台

地
下
の
遠
浅
の
海
岸
で
は
た
く
さ

ん
の
ア
サ
リ
や
ダ
ン
ベ
イ
キ
サ
ゴ

（
当
地
方
で
は
ナ
ガ
ラ
ミ
と
も
言

い
ま
す
）
な
ど
が
採
れ
、
貴
重
な

食
料
と
な
り
、
中
期
（
４
千
５
百

～
３
千
年
前
）
以
降
、
海
岸
沿
い

に
は
多
く
の
貝
塚
が
造
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
貝
塚
と
い
う
の
は
、
今

で
い
え
ば
ゴ
ミ
捨
て
場
な
の
で
す

が
、
当
時
の
人
々
が
何
を
食
べ
て

い
た
か
が
分
か
る
貴
重
な
情
報
源

で
、
貝
殻
か
ら
貝
の
種
類
、
魚
類

の
骨
や
動
物
の
骨
か
ら
も
現
生
種

と
比
較
し
て
ど
ん
な
種
類
、
ど
ん

な
気
候
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま

す
。
茂
原
市
内
に
は
渋
谷
貝
塚
、

石
神
貝
塚
、
下
太
田
貝
塚
な
ど
あ

り
ま
す
。
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麻
生
　
正
信

タ
ン
ポ
ポ�

�

金
綱
あ
き
子

風
の
背
中
に
乗
っ
て

こ
こ
に
来
て
し
ま
っ
た
タ
ン
ポ
ポ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
僅
か
な
隙
間
を

永
住
の
住
処
に

今
年
も
咲
い
て
い
る
タ
ン
ポ
ポ

ひ
た
す
ら
大
地
を
這は

う
様
に

葉
を
広
げ
て
生
き
て
い
る

ど
こ
か
似
て
い
る

私
も
タ
ン
ポ
ポ

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
此こ

こ処
に
住
み
つ
い
て

幾
十
年　

こ
の
街
で
知
り
あ
っ
た

沢
山
の
温
か
い
人
々
の
心
を
頂
き

こ
の
街
に
吹
か
れ　

街
の
色
に
染
ま
り
な
が
ら

広
い
大
空
の
下
で　

人
生
の
積
木
を
積
み
な
が
ら

い
つ
の
間
に
か　

白
髪
の
似
合
う

そ
ん
な
年
齢

私
も
タ
ン
ポ
ポ
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